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３ 現行学習指導要領の 

成果と課題 
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 音楽科、芸術科（音楽）においては、音楽の

よさや楽しさを感じるとともに、思いや意図を
もって表現したり味わって聴いたりする力を育
成すること、音楽と生活との関わりに関心を
もって、生涯にわたり音楽文化に親しむ態度を
育むこと等に重点を置いて、その充実を図って

きた。 

現行学習指導要領の成果 
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 一方で、感性を働かせ、他者と協働しながら音楽

表現を生み出したり音楽を聴いてそのよさや価値等

を考えたりしていくこと、我が国や郷土の伝統音楽

に親しみ、よさを一層味わえるようにしていくこ

と、生活や社会における音や音楽の働き、音楽文化

についての関心や理解を深めていくことについて

は、更なる充実が求められるところである。 

現行学習指導要領の課題 
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現行の学習指導要領 

表現領域 

表現の技能 
表現の 

創意工夫 

鑑賞領域 
  

鑑賞の能力 

音楽的な感受 [共通事項] ア 

音楽を形づくっている要素や、要素同士の関連を知覚し、 

それらが生み出す特質や雰囲気を感受する 

全ての音楽活動の支えとなるように位置付ける 
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４ 学習指導要領改訂の方向性 
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何ができるようになるか 
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中学校音楽科における教育のイメージ 
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音楽科における 

知識・技能について 
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音楽科における知識 Ａ 

音符や記号、用語、名称などの意味 

楽曲の文化的・歴史的背景など 

音楽活動を伴わなくても得られる知識 

自分の内から生み出すことの 

できない知識 
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音楽科における知識 Ｂ 

音楽を形づくっている要素や要素同士の関連、 

楽曲の構造など 

主として知覚を伴うことによって得られる知識 

音楽を聴いて気付いたり発見したり
することによって得られる知識 
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音楽科における知識 Ｃ 

音楽を聴いて生じたイメージ、感情の動き、
感性が働いたことによって得られる知識 

              

主として感受を伴うことによって得られる知識 

諸要素の働きが生み出す特質や雰囲気、 

曲想の変化 
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音楽科における知識 Ｄ 

音楽を形づくっている要素の知覚、感受を支えと 

した音楽活動を通して得られる知識 

Ａ～Ｃを関連付けたり組み合わせたりして 

理解したもの 

音楽の学習を通して 

自分で構築する知識 
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音楽科における技能 Ａ 

自分の声や楽器を用いて音楽活動するために 

必要な技能 

音楽の内容に関係なく 

身に付けることが可能な技能 

音高や音程を捉えて発声ができる  

正しい運指でリコーダー等を演奏する 
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音楽科における技能 Ｂ 

おおむね正しい音高やリズムで、条件に従って音楽を 

作ったり、音楽表現するために必要な技能 

楽曲の音楽的な特徴や、音楽を作る条件などを踏まえて音
楽表現をするために必要な技能 

表現の対象となる音楽の音楽的特徴や音楽を
作る条件によって身に付ける技能が異なる部
分がある技能 

20 



音楽科における技能 Ｃ 

Ａ、Ｂの技能を活用して創意工夫したり、 

それを生かして音楽で表現したりする事ができる 

自分の思いや意図を音楽で表現するために 

必要な技能 

自分の思いや意図に応じて自分でコントロール 

(制御したり調節したり)する事ができる技能、 

やりたいと思ったことができる技能 
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訓練や暗記によって得られるもの
ではなく、自らが音楽の学習を通
して得ていくもの 

       ↓ 

評価の対象となる知識・技能 

音楽科における知識や技能 
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どのように学ぶか 
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 音楽に対する感性を働かせて、音楽を形づ
くっている要素とその働きの視点で音楽を捉
え、音楽的な特徴と音楽によって喚起される
イメージや感情、音楽と生活や社会、文化な
どとの関わりについて考えること。 

教科等の特質に応じ育まれる 

見方・考え方 
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